
１．はじめに

本研究は、平成30年度から現在に至るまで、継続
して行っている研究開発である。「めがねのまち鯖
江」元気再生協議会からの依頼により、財産として
の地域産業の現状把握をした上で、それらを活用し
て提案できる製品開発を行った。

現代社会における問題提起をはじめ、その解決に
向けての“ファッションデザインの観点からのアプ
ローチ”とその研究開発プロセスをここに記す。

２．研究の背景と目的

高齢化社会となった現在、要介護の高齢者数は年
年増加している（図1）。介護施設の増設や介護職
ニーズの急増があり、様々な介護システムの方法が
模索されている。より良い社会のあり方として、本

問題にどう向きあっていくかが問われている。
このような中、今後は介護の形も変化し、在宅介

護が増加すると言われている[1]。介護される側（＝
要介護者）である高齢者は、様々な理由から日常生
活能力が衰え、コミュニケーションがままならなく
なる。日々の忙しさなどが理由で介護する側（＝介
護者）の対応が不十分になってしまうと、要介護者
は精神的なダメージにより認知症が酷くなるなど悪
循環となり、介護はより難しいものとなってしまう。

「お世話のしやすさ」といった視点から、これま
での介護は“介護する側”の目線で捉えられ、追求
されがちであった。例えば、上着がめくれ上がらな
いように、また要介護者が服の中に手を入れて、自
分で勝手に漏れた汚物を触ったり、服を脱いでし
まったりしないように、ウエスト部分で分かれていな
い、脱着をさせることが楽なつなぎのパジャマが開
発されている。一度着用したら、要介護者が自分で
ボタンを外せないような留め具も開発されている。

しかし、“介護される側” が不便さや不満、苦痛を
感じるようでは人間性という観点からみて問題では
ないか。近年では、社会的にも、これらの衣服は要
介護者の心身に苦痛を与えるという点でハラスメン
トに該当する可能性があるとされ、議論されてい
る[2]。

近年、アパレル業界ではインクルージョン（包摂・
包括性）やダイバーシティー（多様性）の価値観を
提唱する企業が増加している。

トミーヒルフィガーは、障害を持つ人のための新
ラインTOMMY HILFIGER ADAPTIVEを発表（ア
メリカでは2016年春に子供向け、2017年秋に大人向
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図１ 要介護度認定者数の推移（出典：厚生労働省老人保健課）



けを発売。2020年春から日本とオーストラリア、
ヨーロッパにも販路拡大）し、「誰でも心地よいと思
える服を着て、自信を持つ権利がある。毎日着る服
を選ぶことは不安な気持ちになることではない。楽
しくあるべきだ」と述べている[3]。日本でもユナイ
テッドアローズが“障害者・健常者が同じように着
られる衣服”をユーザーと共同開発して販売するな
ど、動きが活発化している。

学術的には、箱井らが、ファッションが高齢者に
及ぼす感情・行動意欲の変化について研究してい
る[4]。ファッションが日常生活への積極性をもたら
す引き金となっていることを明らかにしており、今
後の可能性を述べている。前澤は、コミュニケー
ションの相互作用が統合失調症患者の症状の改善に
大きく関与すると述べており[5]、この研究からも、
豊かな人間らしい生き方について、再考の必要性が
あることが確認できる。

生地から縫製までを一貫して請け負っている業務
用バイオーダーシステム企業である冨士経編株式会社

（以下、冨士経編： https://www.fujitateami.co.jp）
は、これまで主にリネンサプライ向けパジャマやガウ
ン、医療用ユニフォームなどを製造してきた企業であ
る。リネンサプライとは、ホテルや病院などの施設で
使用される各種繊維製品（浴衣・シーツ・タオル、ナ
プキン・テーブルクロス・おしぼり、白衣・事務服・
作業服・入院患者に貸与する入院服などのユニ
フォーム、おむつなど、一般にリサイクルして使用
されている物）を、提供元である業者が使用者のニー
ズに応じて手配した上で使用者に有償でレンタル
し、洗濯や補修などのメンテナンスを実施して使用
に適した状態に戻した上で再びレンタルする、という
サイクルのサービスの総称である。リネンサプライ
に適用できる条件として、イージーケアで丈夫なこと
が必須となる。生地の特質として劣化に強いこと、
速乾性があること、縫製仕様がしっかりしており業
務用クリーニングに耐えうることなどが挙げられる。

今後到来する在宅介護の時代に向け、イージーケ
アのパジャマやルームウェアといった在宅介護向け

の商品開発の提案を行った。冨士経編にとっては、
自社の強みが生かせる領域でもあり、社会貢献への
思いと新規事業としての興味を持ってもらうことが
でき、共同研究開発を行うこととなった。

議論を重ねた結果、「介護する側・される側、双方
にとって良い解決方法を見出す」という目標があ
がった。介護者の心身の限界値も考慮しつつ、要介
護者にとってもストレスのない衣料の開発である。

日々の苦悩を少しでも軽減し、生活を前向きに楽
しめるような解決方法を見出すため、生地開発も含
めた総合的な研究開発を行うこととした。

３．介護の現状

介護事業は各地域で年々増加しており、各都市で
対策がなされている。金沢市でも2018年（平成30年）
に金沢市老人福祉計画・介護保険事業計画として長
寿安心プラン[6]を発表するなど、市を挙げての取り
組みを行っている。

しかし、日々介護を行う現実は非常に厳しい。時
には介護疲れからの事件が起きるなど、社会的にも
問題となっているのが現状である。

制度としては、介護には段階が設定されており、
各段階での状態像は以下の通りである（図2）。様々
なケースがあり、身体は非常に元気だが認知症の進
行が激しい人、その逆の人、など個人によっての差
異はあるものの、基本的には医師の診断により、い
ずれかの段階に区分される。
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図２ 要介護状態区分別の状態像（出典：厚生労働省老人保健課）



４．事前調査

4.1 当事者・関係者の調査
要介護者、介護者、その他関係者へのヒアリング

調査と動向観察を行った。
在宅介護を受けている女性（89歳／要介護4）への

訪問では、ベッドにほぼ寝たきりで、来客があった
時のみベッド上で上半身を起こしていた。一日中寝
巻きを着用しており、ヘルパーが来て髪を梳かして
くれる時に嬉しそうに目をつぶっていたのが印象的
であった。高級介護施設に入居している女性（78歳
／要介護2）においては、身体的には要支援1程度の
レベルであるが、認知症の進行度合いが高いために
要介護2と診断されている。ほとんど屋外に出るこ
ともないので、いつも同じ物を着用している。付添
人同伴でなければ外出許可が降りず、つまらない毎
日だとのことであった。

介護者からのヒアリングでは、身内を介護してい
る人と、職業として介護をしている人で捉え方や負
担はそれぞれに違うようである。身内を介護してい
る人は、特に時間の制約に苛まされストレスを感じ
ていた。職業として介護に携わっている人は、仕事
として従事しているので時間は確保できている反
面、やはり自身の精神状態をコントロールするとい
う意味では、困難な労働の軽減や気分転換は必須と
のことであった。

介護施設や大学施設に所属する介護専門知見を持
つ研究者、関係者からのヒアリングでは、「巧緻性」

（手先の器用さや正確さ）について充分考慮するこ
との重要性を確認した。

4.2 現状の介護パジャマ調査
現状の介護パジャマの市場調査、介護＆看護

EXPO・病院運営支援EXPO（ともに2019/2/20）の
視察を行った。

調査で気がついた点としては、既存製品は淡い色
味が圧倒的に多い。女性であれば薄ピンクや薄紫、
薄緑色などに小花柄というタイプが非常に多く、男
性であれば鼠色、紺、色、臙脂色が多く見られる。

いずれも既成概念にある「老人向けの色」が多い。
年齢を重ねるとこのような色が本当に好きになるの
か、これらの色が似合うようになるのか、販売製造
に携わる若年者達の先入観なのか、真相や疑問点を
一つずつ確認していくこととした。

体型変化や身体機能の低下を考慮した機能面も特
徴的である。着脱操作の便利さを考え、ファスナー
やマジックテープ仕様になっているものが多く見ら
れた。寝たきりの要介護者用には、つなぎのパジャ
マも多く販売されていた。

4.3 パジャマ・ルームウェアの市場調査
続いて、市場に多く流通している一般的なパジャ

マやルームウェアに関する調査を行った。カラーリ
ング、様々なディティール、韓国ではペアルック提
案など、プライベートの時間と空間を楽しめるよう
なウェアが多く見られた。

一方で、子供達からのヒアリングでは「修学旅行
のように皆で夜寝る場合は、いつも家で使っている
パジャマを持っていくのはなんとなく嫌なので、
ジャージー上下、ルームウェア、リラックスしやす
いトレーナーとジャージーパンツなどを持ってい
く」との意見が聞かれた。プライベートを見られる
ことへの抵抗感、気恥ずかしさがあるようである。

このヒアリングで、パジャマ姿を人に見られると
いうことに関して社会的感情が入ってくるという点
は、非常に重要なポイントであると気がついた。

4.4 海外市場調査
介護パジャマを多く調査するうち、海外諸国はこ

のような問題にどのように取り組んでいるのだろう
かという疑問が湧き、調査を行った。「介護」「寝た
きり」という高齢化の現状を見ていく中で、寝たき
り老人は欧米諸国にはほとんど居ないのだという現
状が見えてきた[7][8]。筆者も約12年間イタリアに在
住していたが、確かに多くの高齢者が毎日のように
公園で集い、ベランダで花に水をやり、活発に活動
する様子を目にしてきた。車椅子に乗り一人で外出
する人や、カテーテルを装着した人も街中で多く見
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かけたが、バスの乗り降りなどをごく自然に周囲の
人々が補助していたことを覚えている。

この件に関しては本研究では深く触れないが、医
療をどう捉えるか、「生きる」とはどういうことなの
か、何が人間としての尊厳といえるのかなどを考え
るきっかけとなった。根本的な部分を再考する上で
非常に重要な鍵を握っているのは「生きる喜び」で
あるということが確認できた。

５．コンセプト策定

5.1 共同開発社の企業理念
本研究は共同開発であるため、発信企業である冨

士経編の社長や社員らからヒアリングを行い、企業
理念を確認した。企業理念に通じる事業でなければ
筋が通らず、プロジェクトは立ち行かなくなる。そ
のため、企業が大事にしているもの、目指している
ものを基本情報として確認した。

冨士経編は、取引先とその先にいるお客様を非常
に大事にしている企業である。既存ブランド
miLmondを持っているが、その名前の由来は「幾多
の世界」というような意味合いのフランス語をベー
スとした造語であり、いろんな世界をユーザーの皆
さんにお見せしたい、お届けしたい、という思いが
あるとのことであった。

5.2 コンセプトとブランド名
5.1共同開発社の企業理念を把握した上で、4.事

前調査を元に、研究開発製品のコンセプトを策定し
た。介護について様々な問題点や改善点を洗い出
し、それと同時に市場調査から見えてきた部分をマ
トリックスで示した。縦軸を洋↔和、横軸をSporty
↔Mildと設定し、現在の市場で売られているパジャ
マやルームウェアを当てはめた。その結果、どの
ゾーンが市場として可能性があるかという領域のほ
か、様々なことが確認できた。マトリックスから読
み取れた点は以下の通りである。

1）『色』の可能性。形がオーソドックスでも色を工

夫することで新鮮な提案が可能。
2）『転換』の可能性。スキーウェアやスポーツウェ

アの着脱容易性のアイデアを取り入れる。
3）『和』の可能性。着やすさやゆとりのある利点を

生かした和洋折衷なデザイン提案。
4）洋風で、かつ軽度の介護ジャンルに向けた提案。

そのような路線で打ち出しているメーカーやブ
ランドはまだあまり存在しない。

5）「洋風で、かつ軽度の介護ジャンルのイメージ」
に機能性を加えて、重度の要介護者向けのルー
ムウェアを開発する。

イメージが湧きやすいように写真を集めたコラー
ジュ（ムードボード）を作成し、プロジェクトメン
バーとビジョンの共有化をはかった。

ターゲットとしては、要介護1〜2までの比較的軽
度の介護者をターゲットとすることにした。理由と
しては、介護領域にはじめて取り組むという点、軽
度の認定者数の増が大きい（図1）という点が挙げら
れる。「今日は天気がいいから近所の公園まで行っ
てみよう」「調子がいいから自分で起き上がってみ
よう」「孫が来るから会って少しお喋りしよう」と、
一つでも前向きに行動できるようなきっかけ作りを
促すデザイン提案をしたいと考えた。コンセプトは

「笑顔のお手伝い」（図3）とし、「そのまま外出でき
るパジャマ（ルームウェア）」を提案することにより、
要介護になっても毎日の生活を楽しめるQOL（生活
の質）の向上を目指した。
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図３ コンセプト



「これからも、人生楽しく。
介護される人、介護する人、
関わるすべての人の笑顔のお手伝いをしたい。」

本コンセプトから、ブランド名を模索した。関連
するいくつかの案を提案したのち、冨士経編社内で
も検討してもらい、様々な人の人生に寄り添う介護
服という思いを込めて、フランス語の「幾千の人生」、
mille vies （ミルヴィー）に決定した（図4）。

６．デザインについて

6.1 高齢者の身体と配慮
いくつかのデザイン提案のうち、1stサンプルとし

て実際に試作した4案について、ユーザビリティー
(Usability）の高いデザインとパターン（型紙）に改
良した。ユーザビリティーとは、使い勝手の良さや、
ユーザーの満足度など様々な面においての使用性の
ことである。一日中自宅にいてもだらしなく見えな
いような工夫、知人や孫などの急な来客があっても
恥じることなく対応できるような素敵なデザイン、
パジャマにもなるけれど近所であればそのまま外出
できるようなルームウェア、という立ち位置のデザ
インを意識した。

試着を何度も行い、動きやすさ、ゆとり、丈（た
け）感などを検討した。それぞれのデザインがそれ
なりに好評ではあったが、ユーザーである高齢者の
行動、安心感、巧緻性、手指の力なども考え、最終的
に4点のうちの1点のみを商品化することとし、あら

たに別の2つのデザインを投入した。

改良中の課題として以下のことが分かった。
・当初のデザインでは高齢者の女性の体が綺麗に見

えなかったこと。（年齢による体型の変化とギャ
ザー位置などの問題）

・動きやすさに安心感が欲しいこと、寒さ対策。
（スカートを却下）

・若い人向けのデザインとまったく同じにはできな
い。（最適なシルエットが異なる）

・切り替えが多いと、ベッドに横になる時に縫い代
がゴロついて痛い。（ツートーンカラーで切り替
えを入れていたシャツの却下）

商品化されることになった1点についても、留め
具のデザインや仕様を変えた。ゆとりや脇下のパ
ターンの修正、丈の調整なども行った。モニタリン
グをする中で「高齢になると背中が曲がって後ろの
丈が不足気味になる。背中が寒いのが嫌なので、お
尻が隠れ気味の方が良い」と、高齢者をはじめ、ヘ
ルパーや医師からの指摘があった。意見を反映し、
すべてのデザインにおいて、前丈よりも後ろ丈を長
くするなどの改良を行った。

6.2 新規デザイン
新しくデザインした2案は、1点はつけ外しリボン

がセットのややシャープなイメージ、もう1点は襟
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図４ ロゴマーク

図５ ディティールの改良例



元と袖口のギャザーが綺麗に見えるロマンティック
なデザインである。いずれも、ゆとりは入れながら
も緩すぎず、動きやすいタックやヨークの切り替え
が施されている（図6）。
（注：No.5 デザインは、サンプル製作やモニタリン
グを経て、高齢者の身体がより綺麗に見えるように、
ギャザーの方向などを変更した）

７．生地開発について

7.1 混率
2.研究の背景と目的でも述べたように、冨士経編

はイージーケアの生地（主に経編）を得意とする企
業である。素材の混率としては主にポリエステルが
多く、その他綿やナイロンが使用されている。ポリ
エステルの混率が多いことで、速乾性がありシワに
なりにくく染色堅牢度の高い生地が実現できる。し
かし、一方で肌触りや合成繊維の独特な照り（光沢）
が気になることも確かである。合成繊維と天然繊維
の配合でそれぞれの良い部分を引き出すべく生地開
発を試み、３種類のあらたな配率（綿とポリエステ
ルの混紡など）生地を試作した（図７）。結果として
は、綿の混率を上げることでどちらの良さも消えて
しまった生地もあり、採用されたのは1生地だけで
あった。しかし、数種類を試作してみたことで、今
回の製品開発では何を重視すべきかが明確になり、
次の指標を立てることに繋がった。

生地開発での気づきを元に、今後、「気楽なイー
ジーケア」「高齢者の乾燥肌に優しい保湿性」という
2本立てで本ブランドを発信していく計画を立て、
その上で、第一段階として、イージーケアを重視し
て、シワになりにくくジャブジャブ洗え、そして速
乾力がある生地に特化することとした。

「高齢者の乾燥肌に優しい保湿性」という別の視
点で作成する生地に関しては、先にゴールを見据え、
並行して（別立てで）開発を進めることとした。

7.2 生地色とコーディネートとしての配色
糸からの生地開発と並行して、色調整も行った。

既存製品に見られる高齢者向けの地味で寂しい色味
ではなく、着用すると着心地がよく、かつ視覚的に
も元気になれるような色味を模索した。

既存の生地を使用する場合も色を再考し、ビー
カー染により微妙な色合いを調整した（図8）。

先述したように、本研究開発で発信するブランド
mille vies（ミルヴィー）では、そのままの格好でも
外出したり人に会ったりできるように、パジャマに
は見えないパジャマ（＝ルームウェア）を提案する。
そのため、トップとボトムの生地の種類を変え、色
も違うものにしている。コーディネートとしての配
色にも配慮し、綺麗なカラーリングを心掛けた。
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図７ ムツミテキスタイル（石川県）での生地開発

図６ 新規の追加デザイン



８．モニター調査について

モニター調査については数回行った。試作ができ
た段階で着用をお願いし、改良のためのヒアリング
を行った。

Ａ： 医学・保健学の専門家や介護士へのモニタリン
グ・勉強会

看護師、保健師、作業療法士の資格を有する大学
教員、大学院生、地域包括ケア支援センター職員の
方達が行っている勉強会に参加した。サンプルを見
て着用してもらい、意見交換会を行った。

以下、様々な意見を収集した。
・「まず安全かどうか」が看護分野では一番大事で

ある。転倒しないかなど。
・着用時、高齢者は体の動きが制限される。＝後ろ

身頃のゆとりについて再検討した方が良い。

・高齢者は巧緻性がなくなる。手指の力も弱くな
る。＝ボタンや備品、布幅などについての検討。

・リューマチを発症するなど、加齢で手足がきかな
くなるので、パンツの上げが難しくなる（トイレ
後など）。

・パンツを履く時にお尻が引っかかるので、何か工
夫してほしい。

・オムツをつけているかどうかでも適した仕様が変
わってくるのではないか。

・高齢者には浮腫の方も多いため、手首などのゆと
りは少しある方が良い。

・袖丈が長すぎると汚しやすい。ジャストサイズが
良い。

・お尻は長めに隠れる方が、より安心感がある。
・リボンは素敵だが、高齢者が結ぶのは難しい。
・力が弱まっているので、ウエストのゴムが掴みに

くい。

Ｂ：介護施設でのモニタリング
5人の施設入所者の方々に着用モデルとして協力

してもらい、着脱時の良い点・悪い点や着用した感
想、動作のし易さ・難しさについてのヒアリングを行っ
た。

以下、様々な意見を収集した。
・ズボン丈が長すぎると、足がもつれて転ぶ可能性

がある。
・ボトム（スカートやパンツ）の布の分量が多いと、

足を取られるのでこわい。
・背中が丸くなるなどの体型変化によって生じる服

のシワが気になる
・いっそ、被り物（トレーナーのような）でも良いの

ではないか。
・手首、足首がパカパカ開いていると寒い。また就

寝時に布がずり上がるのが困る。
・後ろの身幅のゆとりが少なすぎると、腕が回らな

いので着脱が難しい。

様々な意見を収集できたことも大変貴重であった
が、特に介護施設においては、久しぶりにおしゃれ
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図８ 服のデザインに合わせた使用生地の絞り込み



をする入所者達が高揚して喜び、とても嬉しそうな
顔をしていたのが、感動的であり印象的だった。中
には「今日の日のために本当に久しぶりにお化粧を
した」と準備してくれた入所者もいた。冨士経編の
メンバーも「つい自分の母親のことを想い、考えた。」
と、改めてこの事業をやる意義を感じていた。

これらの意見を元に、更に改良を重ねた。具体的
には以下のような変更を行った。
・パンツのウエスト後ろ部分に滑りの良いサテン生

地を取り付けて着脱の際に滑りやすくする（図９）
・パンツ丈に関しては、裾が閉じるものはジャスト

サイズ、ワイドなものは8分丈程度に変更
・リボンは、簡易蝶ネクタイのように、すでに完成

形にしたものを首元のマジックテープで止めるだ
けに変更

・脇下のゆとりを増加
・背中のゆとりを（タックを入れるなど）追加
・パンツのゴム幅をより太く（4cm）変更
・手首のゆとりを若干増加し、ゴムをソフトゴムに

変更（浮腫を患う人もいるため）
・変更できる生地は、より伸縮性のあるものに変更
・肩の後ろヨークを二重にして、冷え対策を行う
・すべてのパンツにシームポケットをつける

その他にも個人のユーザーに随時依頼をして、使
用感をみてもらい意見を収集した。

９．パターン作成・試作

モニタリングを行いながら、試作品は、3rdサンプ
ル、4thサンプルまで作成した。微妙な調整を繰り
返し、着脱が難しくないか、着用後の着心地はどう
か、服の形状が動作についてきているか、様々な確
認を行った。止め方に関しても、素材や形状をどの
タイプのホックにするのか、ボタンの直径サイズは
どうか、つけ外しの強度はどうか、バランスや配列
はどうかなど、細かく高齢者の動作を確認しながら
検討した。「巧緻性」という点では、ボタンの大きさ
や、掴める生地の幅が増すことでユーザーが自力で
開閉できるようになり、使用感が大きく変わってく
ることが分かった。前開きのシャツの場合は前立て
の幅の広さを考慮し、パンツのウエストゴムは掴み
やすい幅に変更するなど、より人間工学的な視点を
持って改良・制作を行った。

一般ユーザーにはあまり認識されていないことで
あるが、パターンは衣服の要である。一見したとこ
ろ同じように見える服でも、着用してみるとなんと
なく格好が決まらなかったり、逆に素敵に見えたり
することがある。それは、着用者の体型の問題だけ
ではなく、パターンの良し悪しが関係している。要
介護者が素敵に、その上動きやすく心地良く快適に
過ごせるよう、パターンはこだわりを持って最後ま
で改良を重ねた。

10．クラウドファンディング

商品販売の第一弾として、クラウドファンディン
グで発信・販売を行うことにしていたため、それに
必要なパッケージ提案などを行った。ターゲットを
70〜80歳の女性とし､“母の日に40〜50代の娘・息
子さん達から高齢（70〜80代）のお母さんにプレゼ
ントをしてもらう”というストーリーで、周辺デザイ
ンを含めて全体のディレクションをサポートした。昔
でいう「高齢者」と、現在の60歳超の女性は考え方
も感覚も大きく異なる[9]。感度が高くお洒落への興
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図９ パンツのウエスト仕様



味もある素敵な高齢者に向けた提案を心がけた。

11．終わりに

クラウドファンディング発信に関しては、企画運
営の別企業が途中から加わり拍車がかかった。「売
り方」「魅せ方」に関してはまだまだ検討の余地はあ
るが、今後解決していきたい。

冨士経編との協業は、非常にコミュニケーション
が取りやすく、同じ価値観を共有できた。社員の
方々も、嬉々として本開発に取り組んでくれている
のがよく分かった。良い形でプロジェクトを進めら
れたため、ありそうでなかった製品が開発できたの
ではないかと思う。とはいえ、検証は引き続き必要
である。今後も更にモニター調査を行い、一時的に
試着してもらうだけではなく、数週間使用しても
らった上での意見や感想も収集し、精度を上げてい
きたい。

7.生地開発で述べた「高齢者の乾燥肌に優しい保
湿性」のある生地に関しては、現在（2020年11月）開
発中である。保湿に特化したサクラン[10][11]を配合
した生地を制作し、保湿シリーズのルームウェアの
準備を行なっている。

また、現時点では軽度の要支援・要介護者に向け
ての製品提案を行っているが、現代の高齢化社会を
考えると、より重度の要介護者も、このような製品
を心待ちにしていると考えられる。 今後さらに、冨
士経編とともに介護衣料におけるノウハウを構築
し、よりハードルが高い「重度の要支援・要介護者」
に向けた製品開発にも取り組みたい。

附記
本論文は平成30年度・平成31年度（令和元年度）「め
がねのまち鯖江」元気再生協議会試作開発サポート
研究その他の研究成果によるものである。
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図10 第一弾として発表した３シリーズ。凛、躍、和。
各２配色のラインナップとなっている。

図11 生きる喜びを感じられるルームウェアの着装シーン

凛(りん)：シンプルでクールなスタイルが好きなお母さんには、
すっきりしたスタイルを提案。つけ外し簡単なリボンやホック。

躍(おどり)：楽しくチャーミングなお母さんには、ギャザーや
フリルで可愛らしいスタイルを提案。優しげな表情が特徴。

和(なごみ)：朗らかで気さくなお母さんには、ゆったりとしたリ
ラックス・スタイルを提案。２段階調節できるパンツ裾と大きめの
ボタンが特徴。カーディガンのように上着として着ることも可能。


